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地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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新
ご
当
地
グ
ル
メ「
美み

福ふ
く

鍋な
べ

」、市
内
21
店
舗
で
販
売
開
始

広報 

「
阿
万
の
風ふ

り
ゅ
う流

大お
お
お
ど
り
こ
お
ど
り

踊
小
踊
」が
国
指
定
重
要
文
化
財
へ

人
間
国
宝
の
二
人
が
対
談

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の「
早
替
わ
り
」芝
居
復
活
公
演

異
な
る
踊
り
が
同
時
に
残
る

コ
ラ
ー
ゲ
ン
た
っ
ぷ
り
の
美
福
鍋

淡路島牧場うさちゃん広場オープン
　淡路島牧場で昨年 11月 30日、うさちゃん広場がオープンしました。同

牧場では、耳が垂れたうさぎホーランドロップや耳が立ったネザーランド

ワーフ約 40羽が飼われています。広場では、約 100㎡の芝生に 20羽が放

し飼いされており、飼育員がいれば触れることもできます。

　同牧場の奥野善之部長は、「うさぎ年にあやかって広場をオープンしまし

た。うさぎは飛躍する縁起のよい動物です。多くの人に気軽に見に来てほし

い」と話していました。

德
井　
　

理
さ
と
し

さ
ん（
潮
美
台
）

　

德
井
さ
ん
は
、
国
立
淡
路

青
少
年
交
流
の
家
の
研
修
指

導
員
と
し
て
、
同
施
設
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
指
導
に
携

わ
り
、
永
年
に
わ
た
り
青
少

年
の
健
全
育
成
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。

◆
高
齢
者
叙
勲

辻
本　

一か
ず
い
ち一

さ
ん（
灘
）

◆
農
林
水
産
功
労

【
農
業
】

山
田　

幸
男
さ
ん（
志
知
）

中
村　

凱よ
し
ろ
う郎

さ
ん（
八
木
）

お
め
で
と
う

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

▲贈り物の中には「みんな体を大切に風邪を引
かないように気をつけて」と子どもたちを励ます
手紙が同封されているものもありました

れ
、
地
酒
を
使
っ
た
出
し
汁
を
使

う
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

民
宿
・
浜
福
（
福
良
）
の
坂
本

英
樹
さ
ん
は
、「
素
材
は
地
元
産
の

も
の
ば
か
り
。
ご
当
地
グ
ル
メ
と

し
て
、
地
元
の
皆
さ
ま
に
も
知
っ

て
も
ら
い
、
淡
路
島
の
良
い
食
材

を
全
国
に
発
信
で
き
れ
ば
」
と
美

福
鍋
へ
の
想
い
を
語
り
ま
す
。

　

ふ
ぐ
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
た
っ
ぷ
り

を
考
案
し
、
市
内
21
の
飲
食
店
・

宿
泊
施
設
で
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　

美
福
鍋
の
名
前
に
は
、
コ
ラ
ー

ゲ
ン
の
美
肌
効
果
と
、
福
良
で
養

殖
さ
れ
て
い
る
と
の
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
食
材
に
も
こ
だ

わ
り
が
あ
り
、作
る
に
あ
た
っ
て
、

を
、
約
50
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
て

披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
演
に

先
立
ち
、
南
あ
わ
じ
市
出
身
の
二

人
の
人
間
国
宝
、
女
流
義
太
夫
節

三
味
線
の
鶴
澤
友
路
さ
ん
（
福
良
）

と
、
女
流
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
の
竹

本
駒
之
助
さ
ん
（
神
奈
川
県
）
の

▲うさちゃん広場は12月末まで。うさぎのか
わいらしい姿が子どもや女性に人気です

在
来
種
は
自
家
用
野
菜
の
中
に
眠
っ
て
い
る

地
域
の
特
色
、「
野
菜
の
在
来
種
」を
探
す

　児童養護施設「淡路学園」に 1月 10日～ 15日にかけて、ラン

ドセルや毛糸の帽子、現金などが複数の人から寄贈されました。事

前に何人小学校に入学するのかという電話があり、贈り物の送付主

の中には漫画『タイガーマスク』の伊達直人と名乗る人もいました。

　同学園の鎌田方
まさひろ

碩施設長（広田）は、「社会の人たちが子ども

たちに目を向け、温かく見守ってくれるのがうれしい。子どもた

ちのために大切に使います」と話していました。

廻
角　

正
英
さ
ん（
阿
万
）

【
林
業
】

小
林　
　

弘
さ
ん（
広
田
）

◆
兵
庫
県
自
治
賞

【
農
業
】

興
津　
　

勇
さ
ん（
津
井
）

◆
援
護
事
業
功
労（
傷
痍
軍
人
会
）

東　

と
き
み
さ
ん（
神
代
）

　

永
年
、
参
画
と
協
働
に
よ
る

地
域
づ
く
り
、
ま
た
花
と
緑
あ

ふ
れ
る
美
し
い
県
土
づ
く
り
の

推
進
に
貢
献
し
た
個
人
・
団
体

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◆
こ
う
の
と
り
賞

坂
東　

公
子
さ
ん（
賀
集
）

高
橋　

武
夫
さ
ん（
榎
列
）

坂
本
可
南
子
さ
ん（
湊
）

上
村　

洋
子
さ
ん（
北
阿
万
）

竹
中　

順
子
さ
ん（
阿
那
賀
）

阿
部　

秋
満
さ
ん（
阿
万
）

◆
く
す
の
き
賞

富
子
一
座（
賀
集
）

さ
く
ら
会（
福
良
）

◆
み
ど
り
の
章

菊
川　
　

豊
さ
ん（
湊
）

眞
野　

幸
雄
さ
ん（
八
木
）

安
田　

安
義
さ
ん（
榎
列
）

▲「仮名手本忠臣蔵 五段目 二つ玉の段」を披露

の
美
福
鍋
の
シ
メ
は
、

雑
炊
で
食
べ
て
も
手

延
べ
素
麺
と
絡
め
て

食
べ
て
も
美
味
し
く
、

７
か
条
の
掟
を
設

定
。
ふ
ぐ
の
身
の

ほ
か
に
、
淡
路

島
産
レ
タ
ス
や
ふ

ぐ
皮
を
具
材
に
入

対
談
が
行
わ
れ
、
内
弟
子
時
代
の

努
力
や
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
へ
の
思

い
を
語
り
ま
し
た
。

淡
路
農
林
水
産
祭
表
彰

兵
庫
県
表
彰

▲７か条の掟をベースに、各店でオリジナ
ルの料理を展開していると話す坂本さん。
浜福では美福鍋のためにふぐの身皮から
コラーゲンボールを開発したといいます

件
目
と
な
り
ま
す
。

　

阿
万
上
町
の
亀
岡
八
幡
神
社
に

伝
わ
る
こ
の
芸
能
は
、
踊
り
や
唄

の
歌
詞
、
楽
器
な
ど
か
ら
大
踊
は

室
町
時
代
末
頃
か
ら
江
戸
時
代
初

期
、
小
踊
は
江
戸
時
代
中
頃
か
ら

と
古
く
か
ら
踊
ら
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
は
、

異
な
る
踊
り
が
同
時
に
残
さ
れ
て

い
る
貴
重
な
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

▲大踊 第一番花の踊

文
部
科
学
大
臣
表
彰

兵
庫
県
知
事
表
彰

　
「
野
菜
の
在
来
種
は
地
域
の
も

の
、
土
地
の
文
化
で
す
。」
こ
う
語

る
の
は
、
２
年
前
に
神
戸
か
ら
淡

路
に
移
住
し
、
ワ
イ
ン
ソ
ム
リ
エ

か
ら
農
業
に
転
身
し
た
橘

た
ち
ば
な
ま
こ
と

真
さ
ん

（
倭
文
）
で
現
在
、
淡
路
固
有
の
野

菜
の
在
来
種
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
「
豆
や
菜
っ
葉
、
芋
な
ど
・
・
・
。

在
来
種
の
種
は
自
家
用
に
消
費
し

て
い
る
野
菜
の
中
に
今
も
残
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
京
野

菜
や
大
和
野
菜
に
も
そ
こ
か
ら
見

来
種
に
は
地
域
の
特
色
と
し
て
の

価
値
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。も
し
、

南
あ
わ
じ
市
の
在
来
種
が
見
つ
か

れ
ば
、
そ
の
特
色
（
ブ
ラ
ン
ド
）

を
活
か
し
て
、
地
域
活
性
化
の
取

り
組
み
も
で
き
る
の
で
は
と
期
待

を
込
め
ま
す
。

　
「
種
は
農
家
が
残
そ
う
と
思
っ

て
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で

す
。
家
庭
の
漬
物
用
で
あ
っ
た
り
、

季
節
も
の
と
し
て
作
っ
て
い
た
り
、

そ
の
土
地
や
気
候
に
合
っ
た
も
の

な
の
で
残
っ
て
い
る
の
で
す
。」

　

在
来
種
の
野
菜
か
ど
う
か
の
判

定
は
、
橘
さ
ん
の
倭
文
土
井
農
園

ま
で
。

問
倭
文
土
井
農
園
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つ
か
っ
た
例
が
あ
り

ま
す
。」

　

飲
食
店
の
経
験
か

ら
、
日
本
で
は
あ
ま

り
見
か
け
な
い
野
菜

を
京
阪
神
の
レ
ス
ト

ラ
ン
等
に
出
荷
し
て

い
る
橘
さ
ん
は
、
在

▲レストランで色合いが好ま
れる赤いレタス「モッティスト
ーン」を栽培する橘さん

▲受賞した德井さん

　

南
あ
わ

じ
新
ご
当

地
グ
ル
メ
開

発
実
行
委
員

会
が
、
淡
路

島
３
年
と
ら

ふ
ぐ
を
使
っ

た
「
美
福
鍋
」

美福鍋（民宿・浜福）

▲鍋でレタスのしゃ
ぶしゃぶ

３
月
末
頃
ま
で
各
店
で
販
売
し
て
い

ま
す
。（
期
間
は
店
舗
に
よ
り
異
な
る
）
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※
美
福
鍋
を
食
べ
ら
れ
る
店
を
紹
介 ▲淡路瓦の箸置

き。箸を使い終えた
らお土産になります

財
に
指
定
す
る
答
申
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
51
年
に
指
定
さ
れ
た

「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
」
以
来
、
２

　

国
の
文
化

審
議
会
で
１

月
21
日
、「
阿

万
の
風
流
大

踊
小
踊
」
を

国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化

▲小踊 第一番神楽踊

　

淡
路
人
形
座
に
よ
る
特
別
公
演

が
１
月
８
日
、
三
原
公
民
館
で
開

催
さ
れ
、
他
で
は
途
絶
え
て
淡
路

だ
け
で
行
わ
れ
て
い
た
、
人
形
遣

い
が
次
々
人
形
を
持
ち
替
え
て
操

る
「
早
替
わ
り
」
を
用
い
た
演
目

▲「浄瑠璃は奥深く年
齢に応じて深みが違
ってくる。淡路が本場
の人形浄瑠璃をもっ
と盛り上げていって欲
しい」と話す竹本さん

▲「三味線で人物や情景
を表現するのは難しい。
後進に教えたいことがま
だまだいっぱいある」と話
す鶴澤さん

指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。


